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「本部だより NO.5 (2015-1)」をお届けいたします。 
同窓会 HP http://hiro-kogyokai.com に「本部だより」のバナーを新設しました。これま

でに送付した「本部だより」はこちらをご覧ください。 
 

［今年度総会開催に向けて］ 

今年度の総会・懇親会は平成 27 年 5 月 30 日（土）に開催するよう第 1 回理事会に議題

として提出する予定です。正式決定しましたらご案内を差し上げますので、多くの皆様の

参加をお願い致します。 

 

［新入生歓迎講演会講師候補者の募集について］ 

広島大学工学同窓会では広島大学に在学する学生諸君に対して、何らかのアクションを

起こし、同窓会を強くアピールすることを計画しています。すなわち、(1)平成 28 年 4 月

に「新入生歓迎講演会」を、(2)工学部から要請があれば、講義への講師派遣を（以上につ

いては後述する大学側との懇談会の項参照）、(3)平成 28 年 3 月に、「就職フォーラム」を

実施する予定です。詳細は後述しますが、いずれも社会で活躍している先輩たちに自分の

体験談を通して後輩にエールを送っていただくことを目的としています。今後も継続する

予定ですので、講演していただける可能性のある先輩の情報を把握しておきたいと思いま

す。つきましては、講演していただける可能性のある方はこの「本部だより NO.5」末尾の

「講演会講師候補者情報」（同窓会 HP の「申請書類」欄からも入手可能）に、候補者情報、

講演できる体験概要（形式・文字数自由）などを書いていただき、メールまたはファック

スにて事務局(メール：hirokogy@bronze.ocn.ne.jp ファックス：082-422-1662、電話：

082-422-1661)までお送りください。エネルギー溢れる若い年代の方にも沢山応募していた

だくよう希望しています。講義への講師派遣の要請があれば多数の講師が必要となります

が、「新入生歓迎講演会」のみですと年に 1名のみの講師となりますので、登録頂いたから

といって必ずしも直ぐに講演が実現するという訳ではありませんので、その点はご了解下

さい。 

まず、(1)「新入生歓迎講演会」は工学部の新入生ガイダンスの一環として実施するもの

です。“社会で活躍している先輩たちの海外勤務時の体験、仕事での失敗談や困難を克服し

た体験、起業して会社を発展させた体験、社会活動を通して得た興味深い体験等々・・・

を紹介していただく”講演会（30～45 分）です。「先輩が、何かにチャレンジしている姿を

見て、新入生がこれからの大学生活 4 年間をどう過ごしたらよいかのヒントをつかんで欲

しい」というのが目的です。特にスーパーグローバル大学として羽ばたこうとしている広

島大学では、海外留学をしたり、将来外国で仕事ができるような元気あふれるグローバル
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な人材を育てたいという目標もありますので、皆様の海外体験等は貴重な講演テーマにな

ると思います。 

次に(3)「就職フォーラム」はこれから就職活動を迎える学部 3年生と大学院修士 1年生

が対象です。同窓会主催の「企業説明会」と並行して開催したいと考えています。この「就

職フォーラム」も主旨は(1)と大きくは変わりませんが、この「企業説明会」に参加してい

ただいた企業の先輩に、自分の仕事に関する体験談を話していただき、仕事への熱意、や

りがい、仕事の厳しさなどを感じていただこうというものです。従って、こちらは企業説

明会に参加した企業を通して、広大卒業生に「就職フォーラム」に参加していただけるか

どうかを打診するつもりです。ただ、 (1)(2)に関して応募していただいた先輩の内、「就

職フォーラム」にも適した講演内容のものがあれば、こちらで基調講演（20 分前後）をお

願いする可能性があります。 

 

［広島大学工学同窓会スカラシップ受給者の決定について］ 

 平成 26 年度からスタートしたスカラシップ制度ですが、「本部だより NO.4」でもお伝え

しましたように大学側との懇談会をきっかけに生活困窮学生や海外留学生へも支援可能と

するよう対象枠を拡張致しました。その結果、今年度は広島県土砂災害で家屋流出した学

生 1 名、学資支援者が死亡した学生 4 名、ドイツへの長期留学学生 1 名に奨学金合計 200

万円を支給する事が決定しました。 

 

［広島大学工学部・工学研究科との懇談会について］ 

 この度、広島大学新工学研究院長として、佐野庸治（つねじ）教授が選任されました。

そのため、工学部・工学研究科側から杉本工学研究院長、佐野次期工学研究院長、和根山

室長、同窓会側から羽山会長、三浦副会長、松尾専務理事が出席して、3 月 13 日（金）に

懇談会を開催致しました。席上、工学部・工学研究科より同窓会からのスカラシップ受給

者が決定した旨の報告と謝辞が述べられ、今後も両者が密接な対話と協力関係を継続する

ことで意見が一致しました。また、社会で活躍する先輩が学生にその体験を披露する場と

して、広島大学工学同窓会主催による「新入生歓迎講演会」を平成 28 年度から大学の公式

行事である新入生ガイダンスに組み込んでいただくことを工学部側よりご快諾頂きました。

併せて工学部から要請があれば、同様の主旨で行われる講義の一部にも先輩を派遣するこ

とを了承いたしました。 

 

［第 17 回企業説明会の開催について］ 

 去る 3月 3,4,5 日に第 17 回企業説明会（写真 1参照、協力：広島大学工学部・工学研

究科と広島大学グローバルキャリアデザインセンター）を開催致しました。昨年までは 2

月開催としていましたが、社会的な要請もあり今年から 3月開催に変更致しました。また、

当初の計画は 120 ブースで二日間でしたが、参加企業の増加もあり急遽 100 ブースで三日



 
 

間に変更致しました。参加企業は延べ 286 社、295 ブース（昨年は 2日間で延べ 232 社、238

ブース）、参加学生は延べ 1239 名（昨年は 2 日間で延べ 669 名）と大変盛況であり、同窓

会として企業と学生との交流を促進する目的を十分果たすことが出来たものと考えていま

す。関係者の皆様にお礼を申し上げます。本企業説明会の詳細な報告は同窓会ＨＰ 

http://hiro-kogyokai.com/をご参照ください。 

 

［広島大学大学院工学研究科海外インターンシップ（通称 ECBO）の報告会について］ 

 同窓会が研究奨励費として計上し、大学（工学研究科）を通して支援した「国境を超

えるエンジニア」（通称 ECBO）プログラムの報告会（3月 6日開催、写真 2参照）に招かれ

て、報告を聞かせていただきました。中国と東南アジア 4 カ国（タイ、フィリピン、シン

ガポール、ミャンマー）で活動している企業にインターンシップ生として派遣された学生

11 名（そのうち 9 名に同窓会から支援）です。周到な準備の下、1 ヶ月間企業実習を経験

し一回りも二回りも成長して帰国された様子が感じられました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［支部ニュース］  

支部ニュースがありましたら、本部宛てお送りください。HP トピックス欄に掲載いたし

ます。最近のニュースは以下の通りです。詳細は同窓会ＨＰhttp://hiro-kogyokai.com/をご

覧下さい。 
(1) 大阪支部より総会案内と「季報 冬号」が届きました。 
(2) 久留米支部より総会・懇親会案内と「広島工業会久留米支部活性化の現状」という一文

をいただきました。これには「本部だより NO.3」の久留米支部情報でもご紹介した「2
回目の懇親会を無料にして楽しくする」ための秘訣が満載です。是非、ご一読ください。 

 
［広島大学ニュース］  

(1) 今年度の工学部入学試験が 2 月 25・26 日（前期日程）、3 月 12 日（後期日程）に実施

されました。前期日程の平均志願倍率は 2.6 倍（第一類 2.8 倍、第二類 2.8 倍、第三類

2.0 倍、第四類 2.7 倍）と昨年度 2.5 倍（第一類 2.8 倍、第二類 2.3 倍、第三類 2.3 倍、

写真 2 ECBO 報告会 写真 1 企業説明会風景 



 
 

第四類 2.8 倍）から微増の応募状況であったようです。 
(2) 平成 27 年 3 月 23 日（月）に広島大学学位記授与式（卒業式）が開催されました。 
(3) 新学長越智光夫教授（医歯薬保健学研究院）のもとで、4 月 3 日平成 27 年度入学式が

開催されました。 
 
  



 
 

講演会講師候補者情報 

 
氏名（ふりがな）             （         ） 
卒業類学科・年 工学部     学科・類      年卒業 
修了研究科・専攻          研究科       専攻 

（ M, D ）     年修了 
電  話  

メールアドレス  
海外勤務経験 無  有（国名             ） 

勤務先と仕事の内容  
 

講演可能性 

1. 新入生歓迎講演会（30～45 分） 
2. 講義（ 1 人で 90 分可   2 人で 45 分を希望） 
3. 就職フォーラム基調講演（20 分前後） 

（可能な講演に○を付けてください。複数可） 
講演主旨 

（体験概要） 
字数・形式自由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局メモ 
 
 

 


